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ＪＡの農産物直売所へ
出荷してみませんか？
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ＪＡの農産物直売所へ
出荷してみませんか？
　ＪＡ西春日井では、地域農業の振興や農家所得向上の実現に向けて、農産物直売所「アグリマルシェ
はるひ」を運営しています。
　安全・安心・新鮮な農産物が手に入る、生産者の顔が見える店として、リピーターも増加中！
　アグリマルシェはるひでは、農産物や加工品を出荷する産直会員を随時
募集しています。
　丹精込めて育てた野菜を販売し、食を支える地域農業の担い手として
活躍しませんか？
　興味のある方は、ぜひお気軽にご相談ください！

【お問い合わせ先】

■営農部販売課　TEL：0568-23-4005　　■アグリマルシェはるひ　TEL：052-400-8311

アグリマルシェはるひで
地域の生産者が活躍しています！

ＪＡ西春日井産直部会 会員募集中！
①収入だけでなく、やりがいや達成感が得られる
②自慢の農産物を消費者に食べてもらえる
③消費者との距離が近い
④生産者同士で情報交換できる
⑤ＪＡ職員による営農指導が受けられる
⑥栽培講習会に参加できる（年数回）
⑦研修旅行に参加できる（年1回）
⑧フードバンクとの連携による
　子ども食堂への野菜提供など、
　フードロス削減、ＳＤＧｓへの
　取組に貢献できる

ここがポイント

スプリングセール開催！

グリーン情報 さあ、農作業の季節です！ 第１弾

グリーン西春日井　北名古屋市石橋郷68　TEL：0568-24-1662 ※水曜定休
※一部対象外の肥料があります、詳しくは店頭にてご確認ください。

・みのり堆肥　・牛ふん堆肥
その他、土作り資材を

限定お値打ち価格にてご用意！

野菜作りは土作りから！
作付け前の準備に
お役立てください！

肥料・石灰・堆肥

店頭精米・信長米

2026年３月７日（土）〜10日（火）

https://www.ja-nishikasugai.com/https://www.ja-nishikasugai.com/
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン︵
以
下
、ス
マ
ホ
︶で
で
き
る
こ
と
が
増
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

監
修：

高
橋
暁
子
︵
成
蹊
大
学
客
員
教
授
／
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
︶

イ
ラ
ス
ト：

小
林
裕
美
子

特集

あ
な
た
の
個
人
情
報
�
し
�
か
り
守
れ
て
い
ま
す
か
？

初
め
て
の

ス
マ
ホ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
講
座

　

ス
マ
ホ
は
、
携
帯
電
話
と
小
さ
な
パ
ソ
コ
ン
の

よ
う
な
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
、
家
族
や
友
人
と
の
電
話
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
、
銀
行
の
残
高
確
認
な
ど
が
で
き
、
今
で
は
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
道
具
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
ス
マ
ホ
に
は
連
絡
先
や
位
置
情
報
、
通
信
履

歴
、
行
動
履
歴
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情
報
が

蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
ス
マ
ホ
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
を
し
て
い
な
い
と
、
大
切
な
情
報

が
盗
ま
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。　

　

近
年
で
は
ス
マ
ホ
を
介
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

詐
欺
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ︵
交
流
サ
イ
ト
︶
な
ど
で
違
法
・

有
害
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
る
。

●
ス
マ
ホ
に
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
し
た
よ
う
に
思
い
込
ま
さ
れ
て
お
金
を
だ

ま
し
取
ら
れ
る
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
広
告
か
ら
商
品
を
購
入
し
た
も

の
の
、
商
品
が
届
か
ず
だ
ま
さ
れ
る
。

●
警
察
官
を
か
た
る
人
物
か
ら
犯
罪
の
嫌
疑
が
か

か
っ
て
い
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
脅
さ
れ
、
捜
査

料
が
必
要
な
ど
と
い
わ
れ
お
金
を
だ
ま
し
取
ら

れ
る
。

　

自
分
自
身
が
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
ま
た

家
族
や
友
人
な
ど
、
周
囲
の
大
切
な
人
の
個
人
情

報
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
い
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ん

だ
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
か

ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
始
め
て
、
ス
マ
ホ
を

も
っ
と
安
心
し
て
楽
し
く
使
え
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
個
人
情
報
が

蓄
積
さ
れ
る
ス
マ
ホ

対
策
を
し
な
い
と

ど
ん
な
危
険
が
あ
る
の
？

　

﹁
使
い
た
い
と
き
に
す
ぐ
に
ス
マ
ホ
の
画
面
が
見
ら
れ
な
い
と
不
便
﹂﹁
ス
マ
ホ
に
入
っ

て
い
る
デ
ー
タ
を
誰
か
に
見
ら
れ
て
も
困
ら
な
い
﹂
な
ど
の
理
由
で
、
画
面
ロ
ッ
ク
を
設

定
し
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
が
、
悪
意
あ
る
人
に
操
作
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
自
分
だ
け
で

な
く
周
り
の
人
の
個
人
情
報
が
流
出
・
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
パ
ス
コ
ー
ド
や
顔
・
指
紋
認
証
な

ど
に
よ
る
画
面
ロ
ッ
ク
を
必
ず
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

画
面
ロ
ッ
ク
を
設
定
す
る︵
顔・指
紋・パ
ス
コ
ー
ド
︶

　

表
示
さ
れ
る
文
字
が
小
さ
い
と
、
不
審
な
広
告
を

見
か
け
た
り
、
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
り
し
た
と

き
な
ど
に
よ
く
読
め
な
い
ま
ま
リ
ン
ク
を
触
っ
て
し

ま
い
、
詐
欺
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

見
や
す
い
文
字
の
サ
イ
ズ
に
設
定
す
る
と
、
明
ら

か
な
誤
字
や
言
葉
遣
い
が
お
か
し
い
日
本
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
違
和
感
に
気
付
き
や
す
く
な
り

ま
す
。

文
字
サ
イ
ズ
を
見
や
す
い
大
き
さ
に
し
よ
う

　

パ
ス
ワ
ー
ド
は
記
号
・
数
字
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
︵
大

文
字
・
小
文
字
︶
を
併
用
し
、
十
分
な
長
さ
︵
12
文

字
以
上
︶
に
す
る
な
ど
、
他
人
に
推
測
さ
れ
に
く
い

よ
う
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
一
つ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の

使
い
回
し
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

パ
ス
ワ
ー
ド
は
長
く
、複
雑
に

超基本

今
す
ぐ
で
き
る

や
っ
て
お
き
た
い
設
定こんなパスワードは危険かも……

Ｎ
Ｇ
例

単純な文字の並びやキーボードの配列順
（1111、abc123、qwertyなど）×
英単語やその一部を置き換えた文字列

（password、P@ssw0rdなど）×
自分や家族の名前、生年月日など推測されやすい文字や数字

（taro0401、hanako1950など）×

安
全
に
ス
マ
ホ
を
使
う
た
め
に

身
に
付
け
た
い

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
習
慣

怪しいメッセージやリンクは
開かない・押さない・返信しない
　不審なメールやメッセージを開く

と、ウイルスに感染したり、詐欺に

巻き込まれたりするリスクが高まり

ます。返信したり、リンクを触った

り、記載されている電話番号に発

信したりしないようにしましょう。

また、メールアドレスやリンク、

SNSのアカウントなどに明らかに

違和感がないか確認する習慣を付

けましょう。

個人情報の入力時は
一度立ち止まって確認を

　ウェブサイト上で個人情報を入力

する、またはお金を振り込む必要

がある際には、一度立ち止まって

そのサイトに問題はないか確認す

る習慣を付けましょう。メールなど

が届いた際に文面や電話番号など

を検索すると、詐欺と気付ける場

合があります。

突然警告画面が出てきても
安易に従わない

　ウェブサイトを見ているときに、

突然警告画面が表示された場合、

安易に画面の指示に従わず、画面

を閉じるか、スマホを再起動する

ようにしましょう。偽の警告画面

に表示した番号に電話をかけさせ

て金銭をだまし取るサポート詐欺

の可能性があります。

スマホを定期的に
アップデートしよう

　OS（基本ソフト）、アプリなど

は必ず最新状態にアップデートし

ておきましょう。

　新しい機能が使えるようになる

だけでなく、技術の進歩によって

発見されたセキュリティー上の問

題点などを解消し、スマホの安全

性を向上させてくれます。

セキュリティーアプリなどを
活用しよう

　個人情報を守るため、セキュリ

ティーアプリや迷惑メールフィル

ターなどを利用することで、違法・

有害サイトへのアクセスをブロッ

クできます。設定方法が分からな

いときは、家族などを頼ったり、

携帯電話会社のサービスセンター

などに相談してみましょう。

ネットショッピングは
公式アプリ、ブックマークから
　ウェブサイト上で買い物をすると

きは、SNSなどに記載されたURL

（リンク）からアクセスせず、公式

アプリまたは事前にブックマーク

（お気に入り）登録した公式ウェブ

サイトから行いましょう。SNSな

どの広告から詐欺サイトへ誘導さ

れる可能性があります。

アプリは公式ストアからのみ
インストールしよう

　アプリは公式ストアやウェブサイ

トなど、さまざまな方法で入手で

きます。公式ストアから配布されて

いるアプリは、審査を通った安全

なアプリという証しです。悪意ある

アプリを避けるために、基本的に

公式ストア以外からはダウンロード

&インストールしないようにするこ

とが大切です。

困ったときには相談を

詐欺に遭ってしまったかも、だまされてお金を振り込んでしまったかもと思ったら

● 警察相談専用窓口
　☎ #9110　各地域を管轄する警察本部などの相談窓口につながります。

● 国民生活センター 消費者ホットライン
　☎ 188（いやや）
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みのりん通信NEWS & TOPICS みのりん通信 みのりん通信
アグリスクール生が地域医療支援

朝市売上金を医療機関へ寄付

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
２
月
、
学
生
を
対
象
と
し
た

仕
事
体
験
会
を
本
店
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
体
験
会
は
、
人
事
担
当
職
員
の
進
行
で
進
め
ら
れ
、

午
前
は
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
の
概
要
説
明
と
現
場
で
活

躍
す
る
先
輩
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
午
後
は

模
擬
紙
幣
を
数
え
る
札
勘
体
験
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
開
始
直
後
、
学
生
は
緊
張
し
た
様
子
を
見
せ
て

い
ま
し
た
が
、
先
輩
職
員
と
の
交
流
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
、
商
品

提
案
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。 

＊
２
０
２
７
年
度
新
規
採
用
に
つ
い
て
は
、
本
誌
11
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

学生が仕事体験

ＪＡについて理解を深める

▲先輩職員の話に耳を傾ける学生

　
営
農
部
は
１
月
28
日
、
北
名
古
屋
市
の
生
産
者

園
地
で
果
樹
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
品
質
向
上
と
安
定
出
荷
を
目
的
に
行
っ
た
も
の

で
、
愛
知
県
尾
張
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普

及
課
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、
生
産
者
32
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
講
習
は
、
カ
キ
と
ミ
カ
ン
の
厳
冬
期
管
理
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
、
講
師
が
実
演
を
交
え
な
が
ら
整
枝

や
せ
ん
定
方
法
を
解
説
。「
カ
キ
は
作
業
効
率
や
安

全
性
の
面
か
ら
低
木
栽
培
を
推
奨
し
ま
す
。
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
て
思
い

切
っ
た
せ
ん
定
を
す
る
こ
と
も
選
択
の
一
つ
」
な

ど
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
参
加
者
は
身
を
乗
り
出
し
て

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

先を見越したせん定を

果樹栽培講習会

旬のイチゴに舌鼓

春日地区婦人部

　
春
日
地
区
婦
人
部
は
1
月
23
日
、
日
帰
り
旅
行

を
実
施
し
会
員
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
は
じ
め
に
参
加
者
は
、
猿
田
彦
大
神
の
総

本
宮
と
し
て
二
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
三
重
県

鈴
鹿
市
の
椿
大
神
社
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
胸
に
参
拝
し
ま
し
た
。 

　
昼
食
後
、
一
行
は
亀
山
市
の
カ
メ
ヤ
マ
ロ
ー
ソ

ク
タ
ウ
ン
へ
。
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
飾
ら

れ
た
灯
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
ロ
ー
ソ
ク
の
製
造
工

場
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
、Ｊ
Ａ
み
え
な
か
の
農

産
物
直
売
所
「
き
っ
す
る
黒
部
」
内
に
あ
る
い
ち

ご
狩
り
園
。
赤
く
熟
し
た
旬
の
イ
チ
ゴ
を
心
ゆ
く

ま
で
堪
能
し
、
親
睦
の
旅
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

▲カメヤマローソクタウンで記念撮影�▲せん定の実演を見学する参加者▲贈呈式に出席した丸山組合長、渡邉さん、田實事務部長（左から）

NEWS & TOPICS みのりん通信
　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
本
店
で
２
月
３
日
、
ア
グ
リ
ス

ク
ー
ル
採
れ
た
て
朝
市
の
売
上
金
の
寄
贈
式
が
行

わ
れ
、
ス
ク
ー
ル
生
の
渡
邉
敏
之
さ
ん
、Ｊ
Ａ
愛
知

厚
生
連
江
南
厚
生
病
院
の
田
實
直
也
事
務
部
長
、

丸
山
組
合
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
渡
邉
さ
ん
は
、「
朝
市
で
は
、
作
っ
た
野
菜
が
売

れ
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
ず

か
な
金
額
で
す
が
、
病
院
の
今
後
の
取
組
に
い
か

し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
田
實
事
務
部
長
に
ス

ク
ー
ル
生
を
代
表
し
て
売
上
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
田
實
事
務
部
長
は
、「
地
域
の
方
々
の
支
援
が
私

た
ち
医
療
従
事
者
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
い
た
だ

い
た
ご
寄
付
は
、
院
内
の
衛
生
資
材
に
活
用
し
ま

す
」
と
謝
意
を
伝
え
、
ス
ク
ー
ル
生
に
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

　
営
農
部
は
１
月
14
日
、
西
春
支
店
で
水
稲
栽
培
講
習

会
を
開
催
し
、
管
内
の
生
産
者
66
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
近
年
、
夏
場
の
高
温
に
よ
り
水
稲
高
温
障
害
が
激
増
し
、

米
の
品
質
低
下
が
起
き
て
い
る
状
況
を
鑑
み
て
の
実
施

で
、
愛
知
県
尾
張
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課

と
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経
済
連
の
職
員
を
講
師
に
招
い
て
主
要

品
種
「
あ
い
ち
の
か
お
り
」
の
適
正
な
田
植
え
時
期
や

夏
場
の
圃
場
管
理
、
高
温
障
害
対
策
に
関
す
る
研
修
を

行
い
ま
し
た
。 

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
令
和
８
年
産
米
に
お
い

て
高
温
耐
性
を
持
つ
新
品
種
「
あ
い
ち

の
こ
こ
ろ
」
の
試
験
栽
培
を
実
施
し
、

取
組
結
果
を
基
に
導
入
の
可
否
を
検
討

し
ま
す
。

▲講師の説明に聞き入る参加者

　
営
農
部
は
１
月
21
日
、
春
夏
作
に
関
す
る
栽
培

講
習
会
を
西
春
支
店
で
開
催
し
、
産
直
会
員
51
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
種
苗
メ
ー
カ
ー
を
講
師
に
迎
え
、
消
費
の
動
向

や
春
夏
に
売
れ
筋
の
野
菜
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
エ
ダ
マ
メ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
強
化

６
品
目
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
愛
知
中
央
会

職
員
が
産
直
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
に
基

づ
き
解
説
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
個
人
別
カ
ル
テ
と
比
較
し
な
が
ら

有
利
販
売
に
向
け
た
作
付
け
時
期
や
産
直
の
強
み

を
い
か
す
品
目
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

売り場充実で産直を盛り上げる

春夏作栽培講習会

管内全地区の生産者を対象に開催

水稲栽培講習会

▲種苗メーカーの説明を聞く産直会員

　
営
農
部
は
１
月
30
日
、
農
業
機
械
安
全
講
習
会

を
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
研
修
農
園
で
開
催
し
８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
営
農
部
職
員
が
、
農
作
業
事
故
デ
ー

タ
か
ら
見
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
資
料
を
使
っ
て

説
明
し
ま
し
た
。
発
生
時
刻
や
年
齢
、
事
故
要
因
、

受
傷
の
程
度
を
確
認
し
、
注
意
を
促
し
ま
し
た
。 

　
次
に
参
加
者
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
機
械

の
取
扱
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
は

農
機
具
メ
ー
カ
ー
が
作
業
の
進
め
方
と
ロ
ー
タ

リ
ー
の
調
整
方
法
を
、
管
理
機
は
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経

済
連
職
員
が
操
作
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
交
代
で
機
械
を
操
作
し
、
正
し
い

取
扱
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

正しい操作で事故防止

農業機械安全講習会

▲トラクターの取扱を確認する参加者

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
１
月
28

日
、
50

周
年
記
念
事

業
の
一
環
で
、
北
名
古
屋
市
の
認
定
特
定
非
営
利

活
動
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
愛
知
に
管
内
特
産
の
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
３
ケ
ー
ス
を
寄
贈
し
ま
し
た
。 

　
同
法
人
の
事
務
所
を
訪
れ
た
丸
山
組
合
長
は
、

「
地
域
特
産
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
で
す
。
子
ど
も
食
堂

な
ど
へ
の
食
糧
支
援
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
手
渡
し
ま

し
た
。 

　
受
け
取
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
、「
新
鮮
で
立
派
な
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
食
の

支
援
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感

謝
を
伝
え
ま
し
た
。 

特産野菜で食を豊かに

ＮＰＯ法人にホウレンソウ寄贈

▲ホウレンソウを手渡す丸山組合長と法人スタッフ

▲稲作こよみ
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ƶǉǦ
čŸŷᾼéĬĎ

姉弟仲良く元気に大きくなってね�
ÿǈӨ ƿǽǢɈȪȢÿȟÿ

äƊƁ ♂ ъǛǣå эǸḑэỘ ǬǢ″ҩȆ ǟ

є῞⅛╪å╝׆ Ỏå ӨỆחǞǝȆὟǗǚƸǲǍæ

äǇȀǟӣƼǚ ž ǣå żŷ╞ ᵸ ₈ḤǢѐ

ᴱǛå ⅛╪Ǣ ῍ǜǋǚᴶ Ǣִי Ἶǟח ‌Ǣɂȍ

ɓɚȤȍȆᵠ ǋǲǋǓæ

ä ⅛╪ǛǣåƾǦǓǋǞǝȆ῞Ǿ₀ ǋǓǑƺǛåę

Ǜǿǜ ǀ ǸƿǟǞǗǚḟƸǓĚę ǛƾƸǋƿǗǓĚ

ęɂȍɓɚȤȍȆ ƺ₡ǣå Ố‌Ȇ ǰƺǜ‰ƺĚǞǝ

ᴣ∙Ǹᴣ Ȇ ǗǓ┘⁯ǀ Ǣ֞ǉȇƿǽ ǁǲǋǓæ

ņᴶ ‌ǢɂȍɓɚȤȍ

ņƾ Ǣ┘⁯

ņ ⅛╪Ǣ ‫

t®«L>QOS

鹿田支店管内

安藤由美子さ
ん

　　　　　　　　　ゆ　み　こ

　
安
藤
さ
ん
が
園
芸
を
始
め
た

の
は
今
か
ら
約
20

年
前
。
職
場

の
先
輩
に
も
ら
っ
た
多
肉
植
物

を
育
て
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
現
在
は
、
本
で
栽

培
方
法
を
学
び
な
が
ら
多
肉
植

物
と
観
葉
植
物
を
育
て
て
い
ま

す
。 

　「
色
々
な
種
類
の
多
肉
植
物

を
寄
せ
植
え
す
る
作
業
が
楽
し

い
。
間
近
で
生
長
を
感
じ
ら
れ

る
と
こ
ろ
も
魅
力
」
と
安
藤
さ

ん
。
子
育
て
を
す
る
よ
う
な
感

覚
で
植
物
と
向
き
合
い
、
土
に

移
植
し
た
新
芽
が
時
間
の
経
過

と
と
も
に
大
き
く
な
る
こ
と
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
そ
う

で
す
。 

　
安
藤
さ
ん
は
、「
植
物
を
見

て
い
る
と
心
が
穏
や
か
に
な
り

自
然
と
笑
顔
が
出
て
き
ま
す
。

育
て
や
す
い
の
で
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
挑
戦
し
て
み
る
の
も
親

子
の
会
話
が
増
え
て
お
す
す
め

で
す
！
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。 

ȧȪȖȠȼɚȰ
ウチの人気者　！

Јố″ ᴶ

₆Ƹ┌êЯ  ṽ ‫ǉȇ

ウチの人気者　！

ä₆ƸǣǌǵǓǁǗƿǅ

ä―äȧȪȖȠȼɚȰǀἨǁǔǗǓǇǜ
ä ׁ

ä―äƾ ǛǢȇǧǾӐ
ä ᶆ

ä―äƾ┘åƾᾭǾåƾƿȃǾ
äἨǁǞ ǭ

ä―äȽɔȪȚɑÿåִ᷆י

äӤЊƸǋǄǉ

ä―äǍǄǟ Ǘ ǀǗǚƾ ȆỆǏǿǜǇȁ
ä₆Ƹ┌ǉȇƿǽǦǜớ

ä―äỐᵯǛ ǁǋǚǡ!!

äƼäǳäǇ

˲Ś́
ʋ

ɱɥň

ä┴ ǕǷȇä5ᾼ
★ἨǁǞ ǭ êƸǕǈ�
★ƾᵯǟ ǾäêȞȱɉɔÿɒ
★ἨǁǞ ǧäê ǧ

Ǔǲäǡä

äДǃȇä4ᾼ
★ἨǁǞ ǭ ê ǈǣȇ
★ƾᵯǟ ǾäêȒȽȯɇȞ
★ ǋǚƸǿǇǜê ǢȼȊȕɌȉ□ǵ

ƶǉǦ

äḣǃȇä1ᾼ
★ἨǁǞ ǭ êȷȱȱ�
★ƾᵯǟ ǾäêȉɚȸɚɅɚ
★ἨǁǞ ǧäêƸǞƸƸǞƸǤƶ

ƶǁǽ

Ңäẗ

12 ԓčᾲ╨ԓĎ
ě э″ҩĜ

̶５０周年特別企画！̶

本店営業店管内

村瀬　亘さん・友里子さんのお子さん
　　　　　　わたる　　　　　　ゆ　り　こ
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図１．旬ごとの日平均気温及び降水量
（名古屋アメダス）
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令
和
７
年
産
水
稲
の
振
り
返
り

〜
水
稲
栽
培
講
習
会
で
の
情
報
交
換
を
踏
ま
え
て
〜

尾
張
農
林
水
産
事
務
所

農
業
改
良
普
及
課

技
師
　
笹
野
　
果
奈

　
今
回
は
、
令
和
７
年
の
稲
作
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

１
月
14
日
に
J
A
西
春
日
井
西
春
支
店
で
開
催
さ
れ
た

水
稲
栽
培
講
習
会
で
の
質
問
や
意
見
を
踏
ま
え
、
適
切

な
栽
培
管
理
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　■
気
象
と
水
稲
の
生
育

　
令
和
７
年
は
、
夏
の
暑
さ
が
非
常
に
厳
し
く
、
特
に

出
穂
後
の
気
温
が
高
く
な
り
ま
し
た
︵
図
１
︶。
８
月
26

日
に
出
穂
し
た
水
稲
の
登
熟
気
温
︵
※
︶
は
29
・
６
℃
と
、

か
な
り
高
温
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
下
旬

か
ら
８
月
の
降
水
量
は
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
気
象
に
よ
り
﹁
白
未
熟
粒
﹂
が

多
く
発
生
し
、
令
和
７
年
産
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
の
﹁
あ
い

ち
の
か
お
り
﹂
は
全
量
３
等
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、﹁
胴

割
粒
﹂
も
多
発
し
て
お
り
、
品
質
低
下
の
一
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

◎
品
質
向
上
の
た
め
の
対
策 

■﹁
白
未
熟
粒
﹂
の
発
生
を
防
止

　
籾
の
デ
ン
プ
ン
蓄
積
が
不
足
す
る
と
白
未
熟
粒
が
発

生
、
整
粒
が
減
少
し
ま
す
。

①
土
壌
改
良
剤
を
施
用
す
る

　
土
壌
改
良
剤
の
施
用
に
よ
り
、
安
定
し
た
収
量
、
品

質
の
確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。
栽
培
講
習
会
で
は
、﹁
ワ

ラ
分
解
キ
ン
グ
﹂﹁
農
力
ア
ッ
プ
プ
ラ
ス
﹂﹁
け
い
酸
加

里
プ
レ
ミ
ア
34
﹂
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

②
適
切
な
時
期
に
田
植
え
を
行
う

　
一
部
地
域
で
は
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
の
稲
作
こ
よ
み
︵
以

下
﹁
こ
よ
み
﹂︶
よ
り
も
早
く
田
植
え
を
行
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
田
植
え
の
時
期
を
早
め
る
と
、
地
域
内
の
利

水
が
乱
れ
る
だ
け
で
な
く
出
穂
が
早
ま
り
高
温
に
当
た

り
や
す
く
な
る
、
出
穂
前
後
の
水
稲
が
水
を
必
要
と
す

る
時
期
と
他
の
中
干
し
時
期
が
重
な
り
入
水
で
き
な
く

な
る
、
収
穫
適
期
も
早
ま
り
刈
り
遅
れ
が
発
生
す
る
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
よ
み
ど
お
り
の
時

期
に
田
植
え
し
ま
し
ょ
う
。

③
基
肥
量
を
見
直
す

　
全
量
基
肥
肥
料
は
気
温
が
非
常
に
高
い
と
早
く
溶
け

出
す
性
質
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
近
年
は
高
温
に

よ
り
水
稲
の
生
育
後
半
の
肥
効
が
低
下
し
、
白
未
熟
粒

が
増
え
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
よ
み
を

新
し
く
し
、
基
肥
量
を
増
量
し
ま
し
た
。
こ
よ
み
を
参

考
に
、
基
肥
量
の
増
肥
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
地
力
が
高
く
倒
伏
し
や
す
い
ほ
場
の
場
合
、

増
肥
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

■﹁
胴
割
粒
﹂
の
発
生
を
防
止

　
胴
割
粒
は
米
粒
に
亀
裂
が
生
じ
た
米
粒
で
、
精
米
す

る
時
に
砕
け
て
し
ま
い
ま
す
。
炊
飯
す
る
と
べ
た
っ
と

し
た
食
感
に
な
り
、
食
味
も
低
下
し
ま
す
。 

①
収
穫
時
に
早
期
に
落
水
し
な
い

　
講
習
会
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
早
期
に
落
水
を
行
っ

て
い
る
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
極
端
に
早
い
落
水
は
、

胴
割
粒
の
発
生
が
増
え
る
た
め
、
落
水
は
収
穫
作
業
の

１
週
間
前
を
目
安
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
乾
き
に
く
い
ほ

場
の
場
合
は
適
宜
、
早
め
に
行
い
ま
す
。

②
適
期
収
穫
を
行
う

　
近
年
は
９
月
以
降
も
高
温
で
﹁
あ
い
ち
の
か
お
り
﹂

の
成
熟
期
が
早
ま
っ
て
お
り
、
刈
り
遅
れ
に
よ
る
胴
割

粒
の
発
生
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
黄
化
籾
率
85
〜
90
％

が
収
穫
適
期
の
目
安
で
す
。
S
E
I
S
Y
U
N
２
０
２

５
年
９
月
号
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
今
後
も
高
温
の
年
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
栽
培

管
理
を
適
切
に
行
い
、
収
量
、
品
質
が
低
下
し
な
い
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

︵
※
︶
登
熟
気
温
‥
出
穂
後
20
日
間
の
平
均
気
温
。
27
℃
以

上
で
白
未
熟
粒
の
発
生
が
増
加
す
る
。

ＪＡ西春日井　自己改革の取組状況
ＪＡ西春日井では、平成29年に策定した「ＪＡ西春日井農業ビジョン」の実現に向けて設定した

【農業者】【農地】【生産・販売支援】の個別ビジョンに基づき、自己改革を進めています。

○アグリスクールの開講 （第9期）

　＊11人参加、全20回実施（実習・講義）
○各種講習会の開催

　＊栽培、農業用資材、農業機械安全講習会
○産直部会への栽培指導

　＊春夏野菜、秋冬野菜、果樹
○農業・営農支援対策

　＊肥料、水稲の高温対策資材
○レンタル農機利用実績

　＊126件（12月末時点）

農業者
新規就農者の確保と多様な担い手に
対する育成・支援に取り組みます。

農産物の品質向上と販路の確保・

産直施設の充実を図り地産地消の

促進に取り組みます。

○農地・営農相談室の運用

　＊農地相談30件、営農相談105件（12月末時点）
○収穫体験会の実施

　＊ジャガイモ131人参加、サツマイモ110人参加
○農産物コンクールの開催

　＊北名古屋市商工農祭にて実施 出品総数265点
○産直施設子ども店長体験イベント実施

　＊８月、アグリマルシェはるひ5人参加
○教育機関の食育活動サポート

　＊稲作実習２校１園、イチジク農家見学１校
　＊トウモロコシ収穫体験１園
○地域計画への参画

　＊市町との意見交換

農　地
行政と連携し、都市農地を

「食」と「農業体験」と「環境」を

通して農地の保全・有効活用に

取り組みます。

○産直施設の充実・売り出しイベントの定期開催
　＊産直部会員188名（12月末時点）
○産直出張販売
　＊22回（支店18回、市町のイベント４回）
○契約出荷の取組
　＊ホウレンソウ、エダマメ、パセリ、ブロッコリー
　＊トウモロコシ、キャベツ
○土壌診断の活用
　＊54点（12月末時点）
○稲作農家支援
　＊水稲栽培講習会
○地産地消の取組
　＊特産品のPR
　　小中学校６校へホウレンソウ寄贈
　　子ども食堂へエダマメ・ホウレンソウ各１回寄贈
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